
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府中町立府中小学校便り 令和５年度 冬休み号 

令和５年１２月２２日 発行責任者 校長 青木 真智子 

２学期終業式～自分の根っこを育てる冬休みに～ 
学校長が冬休みに自分の育ててきた根っこをさらに深く、太く、広くしていくことについて話を

しました。 

  府小っ子の皆さん、おはようございます。毎日根っこを育ててきましたね。 

はじめに、校長先生が嬉しかったことをお話します。 

昨日の朝、校庭のゴミを拾っていると、防球ネットのところで遊んでいる人が何人かいました。防球ネットは

子供が遊ぶために作ってないので「そこで遊ぶのはだめ。倒れたりしたら危ないよ。」と注意をしました。 

すると、その子たちが「はい」と言ってすぐにやめただけでなく「ありがとうございます。」と言ってくれたので

す。誰でも失敗することはあるよね。そして、注意を受けることもある。その時に、はい。と素直に受け入れる

心、それだけでなく教えてくれてありがとうと感謝する気持ちが素晴らしいなと思いました。雪がちらつく朝で

したが、心が温かくなりました。 

さて、いよいよ、２学期最後の日となりました。 

今日のお話は、この２つです。１つ目は２学期の目標のふりかえり。もう１つは冬休みにぜひやってみてほしい

こと。２学期の始業式の日に、何か１つ目標を決めて頑張ろうと話しました。先ほど 2 年生の瀧川さんは、仲良

くする、発表をする、あきらめないの３つをがんばったと話してくれましたね。どれも素敵なことですね。皆さ

んはどんな目標を立てていましたか？約束どおり、２学期の終業式で振り返ってみましょう。〇△× どれだっ

たでしょうか？ 

もうすぐ新年。「一年の計は元旦にあり」という言葉もあります。２学期の振り返りを生かし、新しい目標をも

って１年のスタートが切れるといいですね。 

次に、冬休みに、ぜひやってみてほしいことをお話します。 

冬休みも、夏休みと同じで自分で自分をコントロールする力を育てるチャンスです。自分で自分にぐんぐんカ

ードをあげるつもりで頑張ってくださいね。昨日自学ノート大賞の発表もありました。自学ノートを頑張るのも

いいですね。でもね。夏休みは４２日ありましたが、冬休みは１７日しかありません。そんなにたくさんできな

い・・・と思う人もいるでしょう。そんな人は、府中小学校のみんなが今、頑張っていることを伸ばす冬休みに

してみませんか？たとえば、あいさつと読書です。 

１２月には執行部を中心に挨拶ボランティアさんが、たくさん参加して挨拶を広げてくれましたね。 

いつも通学路に立ってくださる地域の方からも「府中小学校の子供たちのあいさつから、元気をもらっていま

す」と聞きます。嬉しいですね。冬休みは、おうちの人、地域の人、親戚の人など出会う人に「自分から」「相手

の目を見て」の府小っ子のあいさつをぜひ広げてみてください。 

 もうひとつは読書です。これは、最近というより、府中小学校でずっと頑張っていることですね。このグラフ

を見てください。１か月に３冊以上本を読む人の割合を表したグラフです。広島県の小学校５年生の平均が

51.8％、半分くらいの人が１か月３冊以上読むのですね。では、府中小学校はどのくらいか調べた結果、なんと

99.8％。ほとんど全員が１か月に３冊以上本を読んでいることが分かりました。一部の人だけでなくみんなが本

を読んでいるところがすごいですね。 

また、１２月１９日のビブリオバトル大会も校長先生は感激しました。どの学級代表の人も、おすすめ本の魅

力をしっかり見つけ、その魅力を読む人にどうしたら伝わるか、見せ方、言い方を工夫して伝えていたと思いま

す。チャンプ本に選ばれた人も選ばれなかった人も本当によく頑張りました。代表の後ろで聞いている学級のみ

んなの姿からは応援する気持ちが画面を通して伝わってきましたよ。みんなで作ったビブリオバトル大会でした

ね。 

そんな皆さんの姿を見て、普段の読書の積み重ねがあってこその、今の姿なんだと改めて府中小の読書のすば

らしさを感じました。冬休みに、読書もしっかり楽しんでみてくださいね。 

 明日から冬休み。自分の育ってきた根っこを冬休みにはさらに深く、太く、広くしていきましょう。たとえ

ば、あいさつ、読書と言いましたが、自分の根っこを育てるのは自分です。何をがんばるかは、自分で決めてみ

ましょうね。そして、１月には、根っこを育てた府小っ子に会えるのを楽しみにしています。 

ちなみに、この写真は、フラワーボランティアさんが地域の方のお力を借りながら、皆さんのために作ってく

ださった門松です。きれいでしょう？正面玄関にあるのでぜひ見てみてくださいね。 

それでは、良いお年をお迎え下さい。 

 

 

 

 



児童代表の言葉～自分のよさをのばしていきます～ 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府小っ子ビブリオバトル大会～本の魅力をアウトプットしよう～ 

 １２月１９日（火）に今年で３年目を迎える「府小っ子ビブリオバトル大会」がオンラインで

開催されました。各学級の代表者がみんなに読んでほしい学級チャンプ本の魅力を紹介するビブ

リオバトル大会、本を紹介できるのは約３分間です。内容はもちろん、その本を選んだきっか

け、感動したところやおすすめポイントなど、みんなに読んでほしいという思いが伝わってくる

発表でした。また、聞き手の子供たちも代表者の発表を真剣に聞き入っていました。その後、ペ

ア学年が自分が読んでみたくなった本に投票し学年チャンプ本を決定していきました。その２日

後の１２月２１日（木）の朝、学年チャンプ本が発表されると、学校中から子供たちの歓声が上

がっていました。今回のビブリオバトル大会を通して紹介された本の中から素敵な本と出会い、

読書の幅を広げていけるといいですね。 

 

がんばった二学期          ２年  瀧川 楓華 

わたしが二学期にがんばったことは三つあります。 

 一つ目は「仲よくする」ことです。理由は二学期までにクラスのみんなと 

話したりみんなと楽しくあそんだりしたからです。わたしはクラスのみんな 

となかよくできて、楽しい思い出がたくさんできました。 

 二つ目は「発表をする」ことです。理由はどの教科でもあきらめずに、自信 

がない時も手をあげたからです。わたしはほとんどの問題で手をあげることが 

できました。 

三つ目は「あきらめない」ことです。わたしは算数が苦手でしたがあきらめずに何度も挑戦することで、今で

は算数が好きになりました。体育も一緒で最初は怖かった長なわも友達に教えてもらいながらやっていくうちに

できるようになりました。今はクラスで一回でも多くとべるようにがんばっています。 

 三学期になってもいいところをふやして、今できていることも続けていきたいです。それを六年生にな

るまで続けていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

学年チャンプ本 

1年「いちごパフェエレベーター」 

発表者：青山 ゆな 

 

２年「でんせつのじゃんけん」 

発表者：中野 壮一朗 

 

３年「大ピンチずかん２」 

発表者：亀田 匠真 

 

４年「わけあって絶滅しました」 

発表者：宮田 いろは 

 

５年「親のことが嫌いじゃないのに『なんか

イヤだな』と思ったときに読む本」 

発表者：荒井 梨花 

 

６年「大ピンチずかん」 

発表者：田尾 慎士朗 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広がるあいさつの輪 
１２月１８日から２０日までの３日間、児童会執行部が企画提案した第２回あいさつボランティアによるあい

さつ運動が行われました。 

３・４年、２・５年、１・６年のペアで全学年２００名のあいさつボランティアがあいさつ運動に参加しまし

た。今回のあいさつボランティアの目標は「目を見てあいさつをしよう」でした。相手に気持ちが届くよう元気

のよいあいさつが交わされる様子を見るのは、とてもすがすがしい気持ちになります。「おはようございます」

の一言のあいさつであいさつをする側もされる側もお互いの心が明るく温かくなります。 

あいさつ運動の取組で以前にも増して元気に明るい声で自分からあいさつをする府小っ子が増えてきていま

す。執行部による主体的な取組により、あいさつの輪がどんどん広がってきています。 

 

人権の花贈呈式 

１２月１日（金）に３学年の児童が人権の花贈呈式で府中町人

権擁護委員さんからヒヤシンスの球根をいただきました。式の中

で紙芝居「白い魚とサメの子」のお話を通して、命の大切さや思

いやりについて考えることができました。 

 いただいたヒヤシンスの球根が花を咲かせることができるよう

に優しい気持ちで大切に育て自分の心の花も育てていきます。 

６年生考案のオリジナルメニュー 
 ６年生が家庭科の授業で「府中小オリジナルメニ

ューを考えよう！」の学習に取り組みました。ま

ず、栄養教諭の石本先生から給食の献立作りについ

てのお話を聞きました。一人一人が献立を考えた

後、班ごとに１つの献立を作り、最後にプレゼンを

行いました。「栄養バランス」「季節感（旬のもの）」

「アピールポイント」「食べたいか」の４項目で採点

をし、各学級のオリジナルメニューが選ばれまし

た。主食・主菜・副菜・汁物・デザートの栄養バラ

ンスが整えられたメニューがよく考えられていまし

た。聞き手を引きつける献立のネーミングやスライ

ドの工夫もされていました。２月の給食の献立とな

ります。お楽しみに！ 

なぜ、ごはんを食べるのだろう？ 
 ５年生は家庭科の授業でごはんなど炭水化物の栄

養素をとる必要性について考えました。食生活の中

で一番よく食べられているのは主食であるご飯です

が、人の体の成分に占める炭水化物の割合はとても

小さく、主に脳・心臓や体を動かすエネルギーとし

て使われています。１１月の生活リズムカレンダー

チェック表の結果では、黄色の食材を朝食で食べて

いていない人もいます。授業を通して「ご飯は予想

以上に大切だと知ってこれからはきちんと朝ご飯を

食べてエネルギーをしっかりとろうと思いました。」

「お米が大好きなのでこれからもご飯を食べていっ

ぱいエネルギーを出して外でいっぱい遊びます。」と

ご飯・パン・麺などをしっかり食べることの大切さ

が分かった５年生です。学びを日々の食生活にいか

していってほしいです。 

食育～体の根っこを育てよう～ 
 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防火教室で火の用心 
１２月１３日（水）には、府中町消防本部の皆さん

に来ていただき、２年生が防火教室を行いました。 

 まず、身近に起こる火事や火事をおこさないために

気をつけること、火事になったらどうすればよいかな

どについてお話を聞きながら学習をしました。てんぷ

ら火災の実験で水をかけると炎が上がりかえって危険

だと実演された時には、子供たちから「わーっ」と驚

きの声が上がりました。また、煙の中の避難体験をす

る時は、煙にまかれることがどんなに危険かというこ

とをしっかり理解できたようでした。自分の命を自分

で守るために自分にできることは何かを考えることが

できました。 

 

防火は「お・は・し・も」 

防犯は「いか・の・お・す・し」 

冬休みも安全に過ごしてください 

 

キッズ環境調査プロジェクト！ 
４年生は総合的な学習「身近な環境と私たちの暮らし調べ隊」の学習で、地球の環境問題について調べたり府中町

環境センターの方から話を聞いたりしました。その中で、リサイクル率が低いこと、府中町ではゴミの処理にかか

る金額が約７億円もかかっているなど府中町のごみ問題について学びました。そこで、その解決のために自分たち

にできるSDGsを考え、４グループに分かれて学校全体の協力を得ながら取組を行ってきました。取組を通して、

自分たちの活動が地球環境を守ることにつながっていることを実感できたり、リデュース、リユース、リサイクル

の３Rの意識を高めたりすることができました。  

 

未来に向かって 

6 年生は総合的な学習の時間に「未来に向かって」の学習で将来の

夢や職業について学んでいきます。自分の好きなことや得意なことな

ど自分自身を見つめ、将来どんな大人になり、やりがいをもって生き

ていきたいのか。そのために、今、これから何を大切にしなければな

らないのか。仲間とともに学びながら、自分の未来を見つめていく学

習です。保護者や地域の方にゲストティーチャーとしてお話をしてい

ただきます。 

 まず、校長先生にお話をしていただきました。「校長の仕事の内容」

「仕事を選んだ理由やきっかけ」「校長としての仕事での苦労・今まで

乗り越えてきたこと」「仕事のやりがい・達成感・喜び」など校長先生

のお話を熱心に聞くことができました。 

これから、多くの方のお話を通して、自分を見つめ、未来を描いて

いきます。 

 

ペットボトルキャップリサイクル 

 ８６４３個も集まり、ワクチン１０人

分にかえることができました。 

牛乳パックリサイクル 

 給食で飲んでいる牛乳のパ

ックを切り開き平らにして環境

センターに届けました。 
リサイクル工作 

 牛乳パックを利用して万年カ

レンダーを作り、各学級に配り

ました。 

雑紙リサイクル 

 トイレットペーパーの芯やプリ

ントなどを回収し約７０ｋｇも集

めることができました。 



学びに向かう力を育む自主学習 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 府中小学校では家庭学習の充実を図り，自分の興味関心があるものを本や資料を使って調べまとめる力を

つけていく自主学習に取り組んでいます。本年度２学期の自学ノート大賞が選出されました。内容について

もレベルアップしていっています。 

 

国語の授業で
学んだことから
調べたいことを
見つけ、「しご
と・そのため・
つくり」のキー
ワードを使い、
絵と文章で分か
りやすくまとめ
ることができて
います。 

 

２年 西村 妃織 

 

 サメに興味を
もち調べていま
す。図鑑をよく
見て絵を大きく
とかいていま
す。 
 体の特徴も分
かりやすくまと
めることができ
ています。 

 

１年 川原 望々華 

 

３年 德  結優 

 

４年 樽谷 彩寧 

 

 

  
理科の「動物

のからだのはた
らき」の学習を
発展させてヒト
の脳についてそ
の仕組み、どう
やって体を動か
しているかなど
自分が疑問に思
った点について
詳しく調べてい
ます。３ページ
にもわたり、と
ても丁寧な字で
まとめることが
できています。
イラストやマー
カーを使い分か
りやすく書かれ
ています。 

５年 毛利 駿斗 

６年 平川 詩織 

次の７名も自学ノート大賞の受賞者です。 

１年 六車 悠一 

２年 笹部 夏純 

３年 山本 祥真 

４年 水坂 優吾 

５年 岡 美智子 

漆原 叶夢 

  ６年   望月 志保 

 世界の国の木
の実について調
べ、「場所・長
さ・重さ・種の
作り方・形・由
来」の６点につ
いて〇印で色分
けをし、整理を
しています。振
り返りに自分の
気付きを書くこ
ともできていま
す。 

 「わたは何の
ためにあるの
か」という理由
や目的に迫って
いました。自分
の手でさわった
りものさしでは
かったりして、
五感をつかい、
いろいろな方法
で調べていま
す。 

 「サーモンの
身 は な ぜ ピ ン
ク？」という疑
問から「どんな
栄養がある？」
「その栄養価を
より減らさずに
食べられる料理
は？」というよ
うに調べたこと
からさらに新し
いはてな？を見
つけています。 



根っこが広がる府小っ子の活躍 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

児童がことばの力と感性を発揮して作品を応募した中から嬉しい受賞がありましたので紹介します。受賞

した児童には，学校長から表彰状等を手渡しています。写真は，これまで表彰された児童の笑顔あふれる様

子です。 
 

令和５年度環境と標語のポスター・標語コンクール 
【標語の部】 

 府中町公衛協会長賞 １年 木下 芽結、３年 新明 翠人、４年 小林 夏奈 
           ５年 黒田 結菜、５年 岡本 陽跳、６年 松浦 慧昂 
 府中町公衛協奨励賞 １年 山﨑さくら、１年 本田 優真、１年 平 実莉 

１年 大橋 優那、２年 鳥井萌々花、２年 佐々木梨乃 
２年 後藤 美咲、２年 白井 葵彩、３年 立  夏歩 
３年 西本恭太朗、３年 原 幸奈、４年 平 大河 
４年 武内 友理、４年 倉地 晴梧、５年 津丸 幸多 
５年 佐藤 圭、 ５年 石井 咲衣、６年 桑田 蒼大 
６年 丁野 七緒、６年 大塩 莉心 

第５１回 JA共済広島県小・中学生交通安全ポスターコンクール 

努力賞 ６年 東矢 彩未 

佳 作 ２年 釣 千紗都、３年 新明 翠人、５年 濵元 葵 

第６７回 JA共済広島県小・中学生書道コンクール 

【半紙の部】 

佳 作 １年 角本 仁助、３年 奥村 俊士、５年 國廣 泰地 

 

    

 

令和５年度府中町人権啓発書道コンテスト 
町長賞  ５年 河野 夢夏、６年 山岡 柚稀 

教育長賞 ５年 大西ひかり、５年 國廣 泰地、６年 山中 結愛、６年 藤附 由女 

奨励賞  ５年 古堅 優那、５年 津丸 幸多、５年 毛利 駿斗、５年 荒井 梨花 

     ５年 五石 彩月、５年 白井晃太郎、５年 坂野 美花、５年 吉田 宇李 

     ５年 大永 有起、５年 五升目唯菜、６年 斎藤 茜希、６年 松崎 蒼依 

     ６年 田中 のい、６年 沖 桃加、 ６年 堀  杏花、６年 村上 優衣 

     ６年 和田理衣奈、６年 井口 碧人、６年 水本 七海、６年 大塩 莉心 
    

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府小っ子を育む会 

 1１月２７日（月）には、町内会長の皆さん、校外生活委員さん、 

本部役員さんに集まっていただき、府小っ子を育む会が開かれま 

した。 

授業の様子を参観していただいた後、地域での子供たちの様子 

について意見交流をしました。低学年の子供たちが特によくあい 

さつをしていること、登下校の見守りをしていると子供たちと顔 

見知りになり、子供たちからあいさつをしてくれるようになるこ 

と、あいさつで子供たちから元気をもらっていることなど実際の子供 

たちの様子についてお話をしていただいました。 

 できるだけ多くの子供たちに地域の行事に参加をし交流をして 

ほしいという思いももたれていました。子供たちが楽しく安心安 

全な生活のために、たくさんの方が心を寄せてくださっています。 

ありがとうございます。 

府小っ子応援団によるボランティア活動、ありがとうございます 

フラワーボランティアの７名の皆さんが門松を作ってくださいました。地域の方も竹を切り出し、持っ

て来てくださいました。土台づくりから始められ、松・南天・葉ボタン・センリョウなどを差し込み約２

ｍもの立派な門松ができあがりました。素敵な門松で新しい年を気持ちよく迎えることができそうです。

門松は正面玄関に飾ってあります。学校にお越しの際には、ぜひ御覧になってください。 

 

 地域にお住まいの小山さんには毎年松の剪定をしてい

ただいています。寒い中、時間をかけて作業をしてくだ

さいました。 

 正門付近の植え込み付近がとてもすっきりしました。 

１年 親子体操 
体操教室のインストラクターをされている講師

の重広さんに来ていただき、親子体操を行いまし

た。 

親子でペアになり一緒に体を動かし楽しく運動

をすることができました。 

 

２年 読み聞かせ 
地域で読み聞かせをされている講師の恵村さん

に「きつねのおきゃくさん」や「花さき山」の読

み聞かせや読み聞かせのよさなどのお話をしてい

ただきました。保護者の方にも読み聞かせをして

いただきました。 

 

PTC 



学校の取組に対する評価アンケート結果について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２学期学期末個人懇談会の際，ご協力いただいた学校評価アンケートの結果についてお知らせします。 

学校評価の全ての項目について９０%以上の高い肯定的評価をいただきました。「読書活動」に関わる項目

１、「表現力」に関わる項目３、の肯定的評価が1学期と比べてアップしており，授業や行事を通して児童の

力が高まってきていることを感じていただいていると考えています。「府中小の教育方針や教育活動への満足

度」に関わる項目６においても肯定的評価が１学期よりアップしております。このことから、本校が重点的

に取り組んでいる「根っこ育て」への理解が深まったと捉えています。 

 この結果を受けて、さらに保護者や地域の皆さんに信頼されるよう全教職員で教育の質の向上を目指し、

取り組んでいきます。学校評価アンケートへご協力いただき、ありがとうございました。 

年末年始閉庁について 

 保護者の皆様には日頃から本校の教育活動にご理解、ご協力をいただき、ありがとうございました。

また、地域の皆様にもいつもいろいろな所で、子供たちを見守っていておりますことに感謝申し上げま

す。明日から冬季休業になります。引き続き、休み中も子どもたちへの声かけ、見守りをよろしくお願

いいたします。事故やけがなく過ごし、１月９日には，全員元気に登校してくれることを願っていま

す。休み中の児童の様子で気になることがありましたら，学校へお知らせください。 

ただし、１２月２９日（金）から１月３日（水）までは、町内の役場・学校は一斉に閉庁となりま

す。管理員さんもおりませんので、学校に立ち入ることはできません。ご了承ください。 

皆さん、よい年をお迎えください。 

 

 

 

SNS の利用について 

インターネットなどSNSを利用する時には、その危険性について家族でしっかり話し合いルールを決

め、お子さんとご確認ください。また、インターネットにつながるすべての電子機器に、フィルタリング

やセキュリティソフトを付け、安心して活用できるようにしてください。子供の利用状況を把握し、い

つ、どこで、どのくらい使うか、必要なときは保護者の方が確認されるなど、保護者の方が責任をもち管

理されることをお願いします。 

 

 


